
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

農業技術研究センターホームペ 

〒360-0102 埼玉県熊谷市須賀広 784 【電話：048-536-0311 ファックス：048-536-0315】 

 

彩の国 
埼玉県 

みずみずしいジャンボ梨「彩玉」 暑さに強い「彩のきずな」 

彩の国地鶏「タマシャモ」の原種 専用仕掛けで餌をとるアライグマ 

極良食味イチゴ「かおりん」「あまりん」 

県ブランド野菜「丸系八つ頭」 

かおりん あまりん 

埼玉県マスコット 
「コバトン」＆「さいたまっち」 

ホームページ 
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本所 本館全景 

 

 

 

 

 

＜ 沿 革 ＞ 
明治33年 埼玉県立農事試験場を玉井村（現熊谷市）に創設 
大正 2年 養蚕部門を分離独立し、原蚕種製造所を設置 
  10年 本場を浦和町（現さいたま市）に移転し、農事試験場を玉井種芸部と改称 
       越谷園芸部を南埼玉郡越谷町（現越谷市）に設置 
  11年 原蚕種製造所を埼玉県蚕業試験場と改称 
昭和 3年 茶業研究所を入間郡豊岡町（現入間市）に創設 
     埼玉県種畜場を大宮町（現さいたま市）に創設 
   5年 入間川園芸部を入間郡入間川町（現狭山市）に設置 
   8年 農事試験場本場を上尾市に移転 
  23年 種畜場を大里郡小原村（現熊谷市）に移転し、跡地に埼玉県家禽普及指導所を設置 
     農事試験場秩父試験地を秩父郡秩父町（現秩父市）に設置 
  25年 農事試験場を埼玉県農業試験場と改称 
     茶業研究所を合併して農業試験場茶業支場と改称 
  26年 埼玉県水産指導所を加須市に創設 
  29年 茶業支場を茶業研究所として独立 
  32年 埼玉県林業試験場を寄居町に創設 
     水産指導所を埼玉県水産試験場と改称 
     埼玉県水産試験場熊谷養鱒試験地を熊谷市に創設 
  34年 家禽普及指導所を埼玉県種鶏場と改称 
  36年 種畜場を埼玉県畜産試験場と改称 
     農業試験場経営部を入間郡鶴ヶ島町（現鶴ヶ島市）に設置 
  38年 種鶏場を廃止し、埼玉県養鶏試験場を日高町（現日高市）に設置 
  40年 農業試験場を熊谷市に移転 
     園芸部を分離独立して埼玉県園芸試験場を設置 
  46年 茶業研究所を埼玉県茶業試験場と改称 
  48年 経営部を農業試験場に統合、鶴ヶ島試験地として改称 
  49年 埼玉県花植木センターを深谷市に創設 
  51年 水産試験場熊谷養鱒試験地を水産試験場熊谷支場と改称 
平成 9年 畜産試験場に養鶏試験場を統合し、埼玉県畜産センターと改称 
  10年 埼玉県蚕業試験場を廃止 
  12年 試験研究機関を統合し、埼玉県農林総合研究センターとして発足 
     （農業試験場を農林総合研究センター（本所）とし、他の試験場を支所に変更） 
  15年 支所を研究所に名称変更、植木支所を園芸研究所植木担当に統合 
  16年 農林総合研究センター熊谷試験地（旧水産試験場熊谷支場）を廃止 
  18年 本所機能（熊谷市久保島）、森林研究所（寄居町）、園芸研究所植木担当（深谷市）を 
     江南町須賀広（現熊谷市）に移転 
     森林研究所と植木担当を統合し、森林・緑化研究所長（職制）を設置 

畜産研究所長（職制）を設置 
     水田農業研究所を熊谷市久保島に設置 
  27年 本所に水田農業研究所、園芸研究所を統合し、埼玉県農業技術研究センターとして発足 
     併せて、玉井試験場、久喜試験場と改称。鶴ヶ島試験地を廃止。森林・緑化研究所は寄居林 
     業事務所内へ移転。茶業研究所、水産研究所は単独研究所として発足 
  29年 久喜試験場内に次世代技術実証・普及センターを設置 
  30年 病害虫防除対策担当を設置 
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県民を対象に研究成果を発表 

（研究員による研究成果のプレゼンテーション、実物・パネルの展示、説明） 

企画担当 

総務担当 

外部有識者による研究課題評価 

 

 

農業技術研究センターは、埼玉県の農業を支え、県民の豊かな食と生活を実現す

る研究開発と技術支援を行っています。 
 
 

 
 
 

  ◆総務事務の管理 
 
 
 
 
 
 

 

 

  ◆試験研究の企画・調整、進行管理 

  ◆試験研究予算の事務 

  ◆試験研究課題評価会議の事務 

  ◆研究報告、業務報告の発行 

  ◆知的財産の管理 

  ◆試験研究成果の広報、商工業等への活用推進 

 

 

 

 
  

農業技術研究センターの業務 




